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5 万分の 1 地質図幅 延長
説明書 3ζ

別 (網走一第 31 号〉

北海道立地下資源調査所

技術吏員藤原背犬

同 庄谷幸夫

はしがき

この凶幅説明書は，昭和 35，.....，36 年の両年にわたって実施した野外調査の結束をと

りまとめたものである。

野外調査に際しては，藤原が大部分を実臨し，庄t~は，班渓山および安足問周辺の

地域を分担した。

なお，野外調査にあたっては，当麻周辺の地域を，主任研究員鈴木守氏に，愛別町

本町の北部地域を，研究職員松井公平氏に，徳星周辺の地域を，同国府谷嘩明氏に，

それぞれ，協力していただいたりまた，鉱床地質部長斎藤昌之氏からは，この地域の

鉱床について，石炭科長小山内照氏からは，未分離白望紀層について，研究職員長谷

川潔氏からは，先白望紀層について，それぞれ，有益な助言をいただいた。また，現

地では，愛別町長前仏豊作氏，同助役奥村時要氏から，一方ならぬ御世話をいただい

たり報告にはし、るに先立ち，上にあげた方々に厚く謝意を表する。

I 位置および交通

この凶幅地域は，北海道の中央部に位置し，北緯 43°50'，.....，44°0'，東経 142°30'，...... 142°

45' の範囲である。

*行政上は，上川支庁の管轄内にあり，愛別町が大部分をしめているが，このほか，

*愛別とは，アイヌ語では， Iアイベット」といい， r矢 JI Jj，すなわち， r矢のよう

に水流の速いところ」という意味である。また，一説には，十勝アイヌと石狩アイ

ヌとが，石狩川をへだてて戦いをしたとき，川幅が広く，お互いの矢が相手方に達

せず，多く川の中に落ちて流失したために， r矢の流れる )11 J，すなわち， rアイベ

ット」というようになったともいわれる。
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当麻町・比布町・士別市・朝日村・上川町にもまたがっている。

この地域の交通は，北東部の山地をのぞき，いたるところに，自動車道路や，歩道

がとおり，きわめて，便利である。このうち，主要なものは，図幅地域の南部を，石

狩川にそって横断する国鉄石北本線と，これに，はぽ，平行する 1 級国道 39 号線で，

ともに，石狩と北見をむすぶ重要な幹線となっているロまた，昭和 34年 11 月には，

愛別町徳星から朝日村似峡にぬける開発道路が開通し，これも，紋別市を中心とする

オホーツク海沿岸の漁業地帯と，旭川市を中心とする上川盆地の穀倉地帯を最短距離

で結ぶ幹線となっている。

パス路線としては， 1 級国道 39 号線に，旭川 1--層雲峡間のパスが運行するほか，石

狩川の北側の基線・ 14 号・北 2 線の道路には，愛息11--比布~旭川聞のパスが，愛別川

および石狩狩布川にそう道路には，愛別~旭山間のバスが，安足間川にそう道路には，

愛山~愛山渓聞のパスが，当麻川にそう道路には，当麻~奥二股間のパスが，それぞ

れ運行されている。

II 地形

この図幅地域の地形は，大きくみて，つぎの四つの地形区に区分することができる。

(1) 先第三紀の地層や，火成岩類によって構成される開析山地

(2) 新第三紀の火成岩類によって構成される火山性山地

(3) 洪積世の熔結凝灰岩や段丘堆積物によって構成される台地性山地

(4) 河川流域にそって発達する沖積地

(1) は，この地域の中央部に南北に分布している。開析がし、ちじるしく進み， V字状

の切り立った谷が多く，地形は，がし、して急峻である巴

(2) は，この地域の北東部に分布する中新世の火成岩類と北西部に分布する鮮新世の

火成岩類の発達地域である。前者の地域は，開析作用が，かなり顕著で，起伏にとん

だ急峻な地形をしめし，河川には，急流や，滝が多くともなわれるが，後者は，鮮新

世の火山特有のなだらかな熔岩台地を形成している。

(3) は，この地域の南部に，石狩川にそって， (1) や， (2) の古い侵蝕地形の凹みをうめ

て分布している。熔結凝灰岩の分布地域は，海抜 500.--200 m の面を形成しているが，

層雲峡熔結凝灰岩の場合は，安足間川熔結凝灰宕の分布地域よりも，一段と低く，よ

り平坦な地形を作っている。段丘は，現河床面よりも， 20,,--40 m 高い平坦面を形成し
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て，石狩川の流域に局部的に発達しているの

(4)は，石狩川流域をはじめ，各河川にそって分布し，現河床氾濫原低地と，それよ

り 2~5m 高い旧河床氾i監原低地(低位河成段丘)および岸

第 1 図 沖積地にモナドノック式残丘をなす棚瀬山

この沖積地で，地形上，特筆すべきことは，この中に，棚瀬山，親子山，将軍山な

どが，モナドノック (Monadnock) 式に残丘として孤立していることである。これら

の残丘は，いずれも，侵蝕に強い抵抗をもっ赤色チャートで構成されている(第 1 凶参

照)。

III 地質

III.1 地質概説

この地域を構成する地質系統は，第 2 図のとおりである。

この地域の基盤を構成しているのは，日高累層群に属する愛別層である。この地層

は，無化石で，単調な地向斜性の厚い堆積物であって，おもに，粘板岩と硬砂岩から

なり，緑色砂岩・緑色珪質粘板岩・輝緑岩質凝灰岩・スピライトなどを爽在してい

るの愛別層の時代は，化石の産出がないため明らかでないが，有相から，いちおう，

先白重紀と考えている。この地層は，擾乱が激しいため，層序の確立，構造の決定は

困難であるが，この地層の中には， N 1O°，....，40oW 方向と N 30o~70oE 方向の勇断帯が

よく発達し，前者の勇断帯にそっては，輝緑岩質岩類や，黒雲母花尚岩などの道入が

みられる。とくに，黒雲母花崩岩は，やや大規模な道入岩体をなし，その周辺に接触

-3-
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変質をあたえ，変質粘板右・愛:質砂岩・ホルンブエノL スなどを作成している。

この愛別胞の凶側には，衝上断層をへだてて，空知居者干に属する当麻屑が分布して

いる。ニわj也!みま，上部は，黒色i可符と， r官!火色~黒色，ときに灰色の砂fi とのII:層

を主体とし， 下部は，輝縁右質凝灰岩・スピライト質む類・絡緑店類などの緑色岩類

とチャートを三主体としている。衝上断層付近では，身断による破砕化がいちじるし

しまた，蛇紋岩コ活溌なj差入がみられる。

熊ノ lf(の一下流には，当麻層と断層で践して，おもに，日夜灰色~黒色の頁岩と砂:Eiか

らなる開明層が局部的に分布するが，まえにのベた愛車IJ層および当麻層との関係は，

はっきりしなし、。この図傾では，岩柏だけで，いちおう，未分離白霊紀層としたが，

今後，当麻層の一部か，孤なした白宝紀層なのか，切らかにする必要がある。
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以上の古期岩類の上には，大きな時代間隙を置き，新第三紀中新世の浅海性の不安

定な堆積岩類からなる徳星層や，火成岩類が広くおおっている。これらのものをもた
サソクル

らした堆積盆は，北は柵留川上流，東は天塩川上流の地域におよぶもので，北見グリ

ーン・タフ地向斜の周辺盆地的なものと考えられる。この図幅地域は，この堆積盆の

南7gの縁辺部に位置し，基盤の構造を反映した N-S から NW-SE方向に響曲する大

きな構造線にそって，熔岩流を主体とする激しい火成活動が行なわれているのこの火

成活動は，塩基性の紫蘇輝石普通輝石安山岩・含石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安山

岩・石英粗面岩と連続した活動であって，この地域の金銀および水銀鉱床の生成と因

果関係をもっている。とくに，石英粗面岩のドーミングは重要な怠味をもっている。

さらに，これらの卜には，於鬼頭峠火III噴出物・中愛別山熔岩・班渓火山噴出物・

東III熔岩など，鮮新世と考えられる陸地性の火山噴出物がおおっている。この中で，

愛別層と当麻層との問の衝上断層にそって噴出した班渓火山噴出物は，分布も広く，

火山活動のスケールが大きい。

第四紀層は，大雪一十勝火山系の安足間川熔結凝灰岩・大雪火山系の層雲峡熔結凝

灰岩，および河成段丘堆積物・毘錐堆積物・現河床堆積物など刀、らなる。

III.2 先白皇紀層(日高累層群)

この凶 l隔地域の基盤をなしているもので，中央部に広く発達している。その岩相か

ら単調な堆積相をしめす愛別層と，激しい噴出相をしめす当麻層とにわけられる。

前者は，北海道中央地域の神威層群に，後者は，空知層群に対比が可能である。この

両者の関係については，ながい間，問題として残されてきたが，この図幅地域でも，

*衝上断層で接するため，地層の重なり状態、は明らかでない。しかし，鈴木守らのイド

ンナップ岳図幅調査の結果では，一連の堆積物として，整合としている。

III.2.1 愛別層(新称) CAb)

模式地: 石狩狩布川および 27 線沢流域。

分布: この地域の中央部に，基盤をなして，ほぼ，南北に分布している。

構造: この地層は，擾乱が激しく，摺曲のくりかえしと，断層に切られている

部分が多いため，また，露出もひじようにわるいため，層序はもちろんのこと，その

構造を明らかにすることはきわめてむずかしし、。ただ，大まかにみていえることは，

キ 鈴木守・小山内照・松井公平・渡辺順(1 961) : 5 万分の 1 イドンナップ岳図

幅，北海道開発庁c
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その走向は，南北から若干西にふれ，東落しの傾斜をとるものが多いということであ

る。おそらく，等斜摺曲のくりかえしが，断層によって撹乱されているのであろう。

関 係: 一番問題になるのは，当麻層との関係である。西側は，当麻層と接する

が，直接の関係をしめす露出はない。地層の走向・傾斜だけからみると，見掛上，当

麻層の上に愛別層がくることになる。しかし，両地層の境界付近は，破砕した岩片の

転石が多く，また，両地層とも，もめ方がし、ちじるしいので，おそらく，当麻層の上

に，下部の愛別層が西にむかつて，衝上しているものと考えられる。構造的にみて，

この衝上断層は，日高構造帯中軸部(愛別層の分布地域)と日高両縁構造帯(当麻層

の分布地域)を劃する構造線となっている。

岩質および岩相:おもに，暗黒色を呈する徽密な粘板岩と硬砂岩からなり，特徴的

な緑色砂岩・緑色珪質粘板岩 (Argillite) ・輝緑岩質凝灰岩・スピライトなどを爽在

している。粘板岩は，部分的に千枚岩質となり，男聞がよく発達している。特徴的な

緑色砂岩は，凝灰質で圧砕されているものが多く，構成粒子は，みな，破片状である。

おもに，石英粒からなるが，多量の長石もともなわれ，これらの粒子の間は，微細な凝

灰質粘土・緑泥石・絹雲母などでうずめられている。また，この地層の中に道出して

いるスピライトは，暗禄色~緑黒色，ときに赤褐色の徹密な岩石で，勇断をうけて，

方解石細脈にきられていることが多い。その岩質はあとでのべる当麻層中のスピライ

第 3 図愛別層中のスピライト(愛山東部)
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トと何等異なる点がなしf 、(託、 31S:!参照)。

岩相は，このl寸i隔地域では，点側と西側で，かなり，異なっている口すなわち， ;J3

側は黒色粘板岩と 1硬砂岩を主体とし，大成活動の要素は少ないが，束担 IJ は，蹄以 t:-n

凝灰岩・スピライト類をはじめとする小規模な IIf~t 出旧をともない，また ， t疑!j('r1なは

色砂岩も多くなっているゥこのような P.A: IH 相のところは，あとで乃べるように，輝 t~

岩質扮岩や，黒雲母花信]F(-J)注入の場となって行くが，このことは，構造的にみて深

い忠--， I宋がありそうである。

比えす そ乃官十日からみて， )亡 j市川上流地域;こ悼式的にみられる日 高}?kh El arll T の

神成層群に対比されるゥこ乃 l也悼の地質 I\~j 代については， Ifl 生代ジュラ紀~三，目:紀と
17)

考えられたり，あるいは l! 「生代乃一部も含まれているのではないかと考えられたりし
14)

ているが，はっきりしたことは，わかっていない。

III.2.2 当 麻 層(新称) (Tm.Tv.Te.TIs)

模式地 上部の正規堆積岩煩一熊ノ沢下流地域。

下部の椋色岩類およびチャートー当麻図 l隔地域の清水川下流地域。

分 布 この地域乃南西部に，広く分布するが，安足間川熔結凝灰岩や，低位 inJ

成段丘堆積物におおわれている部分が多く，当麻山・熊ノ沢・当麻ダム付近をのぞく

と，露出状態は，一般にわるい。

十苦
、&. .
1巳・ 西側は，ほぼ， N200E-N45°W の走向で， 15°E から 35-70 0W の傾

斜をもっ向斜構造をとり，その中心に，当麻山・将軍山・親子山・棚瀬山などを構成

する赤色チャートをのせている。このように，西側の構造は，それほど複雑ではない

が，東側の衝上断層に近づくにしたがって，走向と傾斜のみだれがし、ちじるしくな

るっこの東側は，このように地層のみだれがし、ちじるしくなっているが，がし、して，

走向は， N200_400W で，傾斜は， E側落ちとなっている。

関 係: 一番問題となる愛別層との関係は，まえにのべたように，直接，その関

係をしめす露出はみられないが，その附近の状況からみて，下部の愛別層が， この地

層の上に，スラストアップしているようである。

岩質および岩相: 上部層は，正規の堆積岩類を主体とする地層で，おもに， )JA色

頁岩と，暗灰色~黒色，ときに，灰色の砂岩との互層からなるが，淡緑灰色凝灰質瓦

岩・白色珪質岩・石灰岩・輝緑岩質凝灰岩・スピライト質岩類・輝緑岩類などもとも

なわれている。下部層は，輝緑岩質凝灰岩・スピライト質岩類・輝緑岩類などの緑色
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岩類とチャー卜を主体とする地層で，一部には，灰色~淡緑灰色の凝灰質頁岩と砂岩

をともなっている。当麻山西方の山麓では，緑色を呈する均岩の道入もみられ，この

周辺では，珪化・粘土化・黄鉄鉱の鉱染などの変質が行なわれている。この地層の中

に，近入あるいは近出した火成岩類は，一般に，塩基性のもので，つぎのような種類

がみられる。いずれも，愛別層中の火成岩類にくらべて，変質度と圧砕度がし、ちじる

しし、。

スピライト質岩(熔岩流)

細粒輝緑岩(岩床状)

中粒~粗粒輝椋岩(岩床状~岩脈状〉

扮岩(岩脈状)

スピライト質岩: 縁色~緑黒色の紋密な岩石で，枕状構造をなし，網状の方解石

脈や，緑泥石脈に切られているものが多い。

顕微鏡下では，杏仁状構造ーをしめすのが特徴となっている。ときたま，斑品とし

て，やや緑泥石化した曹長石質斜長石や，緑泥石化したあと，さらに，方解石によって

置換された単斜輝石などのみられることもあるが，その量は，きわめて少なし、。石基

は，ハイアロオフィティック組織~インターサータル組織をしめし，正規のスピライ

トに，ふつうにみられるヴァリオリテイヅク組織をしめすものは，ほとんど，みられ

なし、。このように，正規のスピライトにくらべて，かなり結品質である。おもに，長

第 4 図 当麻層中のスピライト質岩(伊香牛山北部) x50 II ニコル
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柱状の曹長石と単斜輝石からなるが，単斜輝石の一部は，陽起石化している。この聞

を，緑泥石と微量のガラスがうめている。このほか，チタン石や，少量の鉄鉱類がと

もなわれる。なお，杏仁は，方解石や，緑泥石によって充填されている(第 4 図参照)。

細粒輝緑岩: 紫褐色~緑色の轍密な岩石で，一般に，圧砕をうけているものがきら

い。また，緑泥石や，曹長石・石英などの細脈によって切られている巴

顕微鏡下では，ザブサフィティック組織をしめし，おもに，緑泥石とソーシュル

石化した曹長石質斜長石からなる口このほか，多量のチタン鉄鉱がともなわれ，ま

た，チタン石もよくみられる。

中粒~粗粒輝緑岩: 緑黒色~緑色のやや組粒な岩石である。

顕微鏡下では，一般に，サブオフィティック組織をしめし，おもに，柱状の曹長

石質斜長石と単斜輝石からなり，その聞を，鉄苦土鉱物の分解によって生じた緑泥

石がうめている口このほか，チタン石・チタン鉄鉱・磁鉄鉱などもみられる。たま

たま，空隙がみられ，方解石や，緑泥石，ときに，石英がうめている(第 5 図参

照)。変質は，一般に，細粒輝緑岩のようにいちじるしくはないが，変質のいちじる

しくすすんだものは，曹長石の聞を緑泥石だけがうめ，さらに，曹長石が， ソーシ

ュノレ石化し，鉄苦土鉱物からかわった緑泥石が，陽起石化からウラノレ石化までして

いるものもある(第 6 図参照)。

第 5 図 当麻層中の中粒輝緑岩(当麻ダム付近) x50 II ニコノレ

効岩: 暗灰色の堅硬な岩石で，珪化し黄鉄鉱の鉱染が特徴的である。

顕微鏡下では，斑品として， An 成分の低い斜長石が残っている。石基は，短冊
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第 6 図 当麻層中の変質中粒輝緑岩(当麻ダム南部) x50 II ニコノレ

状の斜長石がわずかに残っているものもあるが，大部分，珪化によって，細粒の石英

に置換されている。鉄苦土鉱物は，ほとんど分解してしまって残っていない。

化石: 熊ノ沢の石灰岩中に，顕微鏡的微小化石らしいものが含まれているが，

方解石によって置換されているので，種名を同定することは，むずかしい。

対比: 岩栢からみて，空知川中流地域に模式的に発達する下部白霊紀~ジュラ

紀の空知層群に対比される。このうち，1:部の正規堆積岩類を主体とする地層は，主

夕張層に，下部の緑色岩類およびチャートを主体とする地層は，山部層に相当するも

のと考えられる。

111.3 未分離白墓紀層(開明層) (Km)

模式地: 当麻図幅地域の熊ノ沢入口付近。

分布: 熊ノ沢下流に小規模に分布している。

構造: この図幅地域では，露出がわるく明らかでないが，南に隣接する当麻図

幅地域内では，東側は N300E ・ 40 0SE の走向・傾斜をしめし，西側は N600E ・ 30°

NW の走向・傾斜をしめている。

関 係: 当麻層とは，断層で接するため，直接の層位的関係は明らかで、ない。

岩質および岩相: おもに，細片状にわれやすい，暗灰色~黒色の頁岩と砂岩から

なる o 黒色頁岩には，たまたま，珊瑚の破片のみられることがあり，砂岩には，植物
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化石の破片のみられることがある。

化石: 現在，まだ，はっきりしたものをみつけていないが，径 60ern に達する

ノジュールを含んでいることがある。

対比: 分布が局所的であるため，対比は，悶難であるが，岩相からは，中部蝦

夷層群に対比されそうな疑いがもたれるロしかし，はっきりしたことがいえないの

で，ここでは，いちおう，未分離白重紀層としてとりあつかった。

III.4 新第三紀層

III.4.1 徳星層 (Ts)

1960 藤原哲夫ほか: 徳星層

模式地: マタルクシム愛別川中流およびポンガの沢流域古

分 布: この凶幅地域の北東部に，新第三紀堆積盆の最下部層として分布するほ

か，愛別川左沢および中愛別付近にも，局部的に孤立した分布をなしている o

構造: 新第三紀堆積盆の北部地域では，地層の走向は，一般に， NlOo.......60oE

のものが多く，傾斜は，石英粗面岩の道入地域の両側で異っている。すなわち，東側

では， 70° ，.......，80oE と立ち，西側では， 20o .......60 oW とゆるくなっていて，一つの背斜構

造がしめされているのしかし，南部地域では，走向は， NW-SE 方向に替、曲し，地

層は，ひじように薄くなっている。左沢に孤立して分布するものは， N500E ・ 300SE

の走向・傾斜をもち，中愛別付近に孤立して分布するものは， N300W • 300SW から

N400E ・ 200SE の走向・傾斜をもって分布している。

岩質および岩相: 岩相は，浅海性のもので，相変化のいちじるしい不安定な地層

である。地層の厚く堆積したところでは，灰色~青灰色，ときに，淡緑色の凝灰質砂

岩と灰色~暗灰色の泥岩が頻繁に互層し，部分的に，凝灰質砂岩，あるいは泥岩が厚

層をなしている。また，堆積盆の周辺や，地層の薄くなっているところでは，含礁i疑

!天質砂岩と礁岩が発達し，凝灰角喋岩がともなわれている。

凝灰質砂岩の風化面は，オニオン構造を呈し， )享層をなしているものは，部分的に，

淡結色を呈しているりこの凝灰質砂岩には，少量の炭質物を央むところがあり，とく

に， 12 線沢で，その発達がし、ちじるしし、。 泥岩の厚層は，層理が明らかでなく，細片

状にわれやすくなっている口礁岩は，おもに，径 1ern 以下の円磨度の高い礁からな

り，ときに，径 1m に達する巨大なものも含まれている。喋種は，輝緑岩・石灰岩・

粘板岩・砂岩・チャート・スピライト質岩・花崩岩などある。含磯凝灰質砂岩は，下
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部の不整合面上にみられるもので，径 5---10 em，ときに，径 70em ていどに達する

花尚岩と粘板岩の礁を，おもに，含んでいるものである。凝灰角礁岩の礁も，まった

く同じものを含んでいる。

関 係:先自室紀の愛別層とは，断層で接することが多いが，不整合で接するとこ

ろもみられる。上部は，プロピライト熔岩・水銀山熔岩・山越沢石英組面岩・於鬼頭

峠火山噴出物・班渓火山噴出物などによっておおわれている。

化 石: 三ノ沢下流の断層角喋帯にそう砂岩の中からは ， Betulasp.(カンパ属〉

が発見され，宮ノ沢中流からは，つぎのような有孔虫が発見された。

Ammodiscusincer/usd'ORBIGNY

Cyclaminnacfr.orbicularisBRADY

Cyclaminnasp.

(白井健裕鑑定)

層厚: 約 300m 以上。

対比: 岩相と化石内容から，いちおう，中部中新世のものと考えられる。北に

隣接する奥士別図幅地域では，似 l挟層となっている o

111.4.2 於鬼頭峠火山噴出物 (Ov)

1952 酒匂純俊: 無名山熔岩

1960 藤原哲夫ほか: 無名山火山噴出物

この図幅地域の北東部の愛別町と朝日村の境界に局部的に発達し，分布は，さらに，

北に隣接する奥士別図幅地域にのびている。

この火山噴出物は，先白重紀の愛別層をはじめ，徳星層・プロピライト熔岩・山越

沢石英組面岩ーなどをおおっているもので，おもに，普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩・ガ

ラ九質安山岩熔岩および同質の集塊岩・角礁凝灰岩などによって構成されている。

熔岩は，この火山噴出物の上部をしめている。肉眼的には，一般に，黒色を呈して

いるが，酸化鉄によって汚染され，赤褐色をはじめ，種々の色合を呈しているものも

多くみられる。岩質は，多孔質で，きわめて組震なもの，徹密・堅硬なものなど，き

わめて変化にとんでいる。

この熔岩を顕微鏡下でみると，斑品として，斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石がみら

れる。斑品の斜長石は，わずかに，緑泥石化・方解石化・曹長石化などの変質をう

け，斑晶の輝石類は，わずかに緑泥石化している白石基は，おもに，ガラスからな

-12 ー



り，その Ipに斜長石徴品が散在 L，それらの問を鉄苦士鉱物の分解によって生じた

緑泥石がうめている。

III.4.3 班漢火山噴出物 (Pag. PIa)
4)

1952 酒匂純俊: 乙部山熔岩
お)

1957 鈴木 醇: 普通輝石紫蘇輝石安山岩および集塊岩

班渓火山は，この図幅地域の北西部に位置する班渓山(海抜 819.8 m) を中心とし

第 7 図 愛別市街東方山地から望んだ班渓火山

たなだらかな火山で，開析度からみて，おそらく，鮮新世の火山活動によって生成し

たものと考えられる(第 7 凶参照)。

愛別層と当麻層を境する構造線の上に噴出したもので，分布は，ひじように広し

この図幅地域の北西部のみならず，北方は，奥士別の図幅地域，西方は，比布凶幅地

域にまでまたがっている。

山体は，おもに，含角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩流からなるが，その底部

には，同質の集塊岩および、角喋凝灰岩が発達しているのこの熔岩流は，数回の噴出に

よって形成され，いくつかの岩質にわけることができるが，露出がわるく，その相互

の関係が明らかでないため，区分せず，一括した。

熔岩流は，一般に，黒色~暗灰色の堅硬・撤密なもので，斜長石の斑品が目立ち，

わり合に，新鮮感のするものであるが，一部には，弱い緑泥石化をうけているものが

ある。

顕微鏡下では， VI 品として，斜長石〉紫輝蘇石〉普通輝石〉角閃石がみとめられ，

- 13-



第 8 図班渓山熔岩(伏古山付近) x50 II ニコル

斑晶の斜長石は，ほとんど新鮮で、あるが，斑品の鉄苦土鉱物の一部，とくに，紫輝

輝石は，わずかに，緑泥化していることがある。また，斑晶には，角閃石がよく含

まれているが，このものは，オバサイト化がし、ちじるしく，その仮像だけを残して，

まったく，黒色不透明の暗黒物に置換されてしまっているものが多 L 、 D 石基は，きわ

めて，ガラス質で，ときに，流理構造もみられるが，一般には，ハイアロピリティッ

ク組織をしめしている。すなわち，小柱状の斜長石・輝石の問を，ジンアイ状物質

を含むガラスがうめている。ときに，これらの間を，鉄苦土鉱物からかわった緑泥

石がうめていることもある。また，磁鉄鉱の微粒も，わり合に多い(第 8 図参照)白

山体の基底部に露出する同質の角喋凝灰岩は，淡緑灰色~灰白色のもので，径!O em

以下の同質安山岩擦を含むものであるが，部分的に，径数!O em 以上の大喋も混え，

集塊岩に移りかわる。この中には，炭化不充分な木片が含まれているが，パンケ川上

流で，とくに，多くなっている。また，部分的に，赤褐色に汚染されているところも

多くみられる。

III.5 第四紀層

この地域に発達している第四紀層は，すくなくとも，洪積世積中期以前の噴出物と考

えられる安足間川熔結凝灰岩と洪積世後期の噴出物と考えられる層雲峡熔結凝灰岩，

また，同時期の高位河成段丘堆積物，沖積世の低位河成段丘堆積物・崖錐堆積物およ

び現河床堆積物にわけることができる。
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III.5.1 安足間川熔結凝灰岩 CAw)

1961 土居繁雄ほか: 愛山渓熔結凝灰岩・安足間川熔岩

模式地: 当麻図幅地域の安足間川流域。

分 布: この図幅地域では，安足間 JII から石狩川の流域にそって，遠く当麻付近

にまで分布している。その分布は，ひじように広く，この図幅地域外の大雪山の北方

から西方山麓(当麻図幅および大雪山図幅地域内)にまで追跡することができるの

構造および関係: この熔結凝灰岩は，新第三紀以前の地層や，火成岩類によって

構成される侵蝕地形の凹みをうめて流走しているが，その面は，やや起伏にとんでい

るのなお，当麻付近では，末端部や，河川の流域に分布するものの一部に， 2 次堆積

をしていると思われるものもある。

岩質および岩相: 岩質は，黒雲母石英粗面岩質熔結凝灰岩であるが，岩相の変化

がいちじるしく，古灰色~灰色を呈し，きわめて堅硬で，熔岩状(愛山付近)をなし

ているものから，灰白色~灰色を呈し，やや国結した凝灰岩状(愛別・伊香牛・当麻

付近)をなしているものまである。また，当麻付近では，その末端部で，火山灰質~

軽石質になっているものもある。露出では，柱状節理をしめすことが，一般に少ない。

この熔結凝灰岩は，肉眼的には，石英の大きな斑品と黒雲母の斑品が顕著にみとめ

られ，これが，岩質上の特徴となっている。

顕微鏡下では，斑品として，おもに，石英斜長石〉黒雲母からなり，少量の緑色

角閃石・磁鉄鉱，ときに，紫蘇輝石・普通輝石などをともなっている。石基は，ひじ

ように熔結作用がすすみ，美事な流理をもっ熔結構造ーをしめている(第 91 きl 参照)。

捕獲岩片としては，基盤岩類の粘板岩・硬砂岩・緑色岩類などの礁を多く含み，ま

た，基性の安山岩の穣も含まれている。

層 厚: 愛III 付近では， 20~50m 以上に達しているが，伊香牛から当麻付近にか

けては， 10m 前後，あるいはそれ以下に薄くなっている。

噴出源の考察: この熔結凝灰岩は， }雷雲峡熔結凝灰岩と，その分布が重復し， ~.主

*意しないと l亙別が困難であったため，石川俊夫らは，大雪熔結凝灰岩の中に一括して

いる。しかし，今回乃調査で，地形的にも，岩質からも，まったく，層雲峡熔結凝灰

岩とは，ちがうことがわかったので，標式地の名称をとって分離したりでは，噴出源

はどこかということになるが，現在の資料では，大雪山の北方および西方山麓まで追

*石川俊夫・勝 j.-1-: 表提・鈴木淑夫(1952) : 大雪火 III C要旨)，地質学雑誌， Vo1.58.
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第 9 図 安足問川熔結凝灰岩(中央クノレミ沢下流) x50 II ニコノレ

跡できるだけで，噴出源を明らかにすることはできない。しかし，岩質が，十勝熔結

凝灰岩に，ひじように，類似しており，また，層準的にも，あとでのベる層雲峡熔結

凝灰岩の下部に存在し，より古い地形面を作っているので，十勝熔結凝灰岩に対応さ

れるものと考えられる。おそらく十勝一大雪を合せた大きな火山(鮮新世~洪積 Ut 中

期)の割れ目噴出によってもたらされたものであろうと考えられる。このため，今後，

分布の上から，十勝熔結凝灰岩と安足間川熔結凝灰岩との関係を究明することが必要

であろう。

111.5.2 層雲峡熔結凝灰岩 (Sw)

*1952 石川俊夫ほか: 大雪熔結凝灰岩

1961 土居繁堆ほか: 層雲峡熔結凝灰岩

模式地: 大雪山図幅地域の層雲峡付近。

分布: この図幅地域では，東雲の付近に局部的にしか分布していないが，石狩

川にそって，この図幅地域外の小函・大函付近(上支湧別凶幅地域内)まで追跡する

ことができる。

構造および関係: この熔結凝灰岩は，新第三紀以前の地層や，火成岩類によって

*石川俊夫・勝井義雄・鈴木淑夫 (1952) : 大雪火山(要旨)，地質学雑誌， Vo1.58.
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構成される侵蝕地形の凹みだけでなく，安足間川熔結凝灰岩をもおおって，流走して

いる。ひじように平坦な両な形成し，小函・大函をはじめ，美事な柱状節理からなる

渓谷美を作っている。

岩質および岩相: 岩質は，角閃石石英安山岩質熔結凝灰岩で，灰白色~灰色を呈

する凝灰岩状のものが多し、。肉眼的には，斜長石・石英・角閃石などの斑品がみとめ

られる。このうち，角閃石の多いのが，岩質上の特徴であるのまた，安足間川熔結凝

灰岩にくらべて，石英斑品は少なく，かつ結品も小さし、。

顕微鏡卜ーでは，斑品として，おもに，斜長石〉緑色角閃石からなり，少量の石英

〉紫蘇輝石〉普通輝石，および磁鉄鉱をともなっている。石基は，ひも状~不規則

粒状の無色の軽石質ガラスの問を，無色~淡褐色の方向性をもたないガラスがうめ

ている(第 10 図参照〉。

第 10 図 層雲峡熔結凝灰岩(京雲付近) x50 II ニコル

捕獲岩片は，安山岩類の礁がひじように多く，基盤岩類の粘板宥や，硬砂岩などの

擦も含まれているの

層 厚: この図!隔地域は，流走の末端部にあるため薄く，現河床より， 20m 高い

懸崖をつくっている。

噴出源の考察: この熔結凝灰岩は，分布からみて，明らかに，大雪火山の噴出物で

ある口大雪火山の骨格ができてから，爆発的な火山 i舌動によって，もたらされたもの
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である。噴出物の量は，そう多くなく，石狩川の低地をうめて，小規模に，溢流して

いる。噴出時期は，汎日本的な熔結凝灰岩の活動時期である洪積世後期と考えられ

る。

III.5.3 高位河成段丘堆積物 (Tl)

石狩川流域の，とくに，愛別付近に局部的にみられる。現河床面より 20.--40 m 高

い平坦面を形成し，おもに，砂・操・粘土によって構成される。構成物は，あまり，

ソーテングされていないが，がいして，下部に巨際(径 50 em.--数 m) を含む。喋種

は，粘板岩と安山岩が多い。

III.5.4 低位河成段丘堆積物 (T2)

現河川にそって，幅せまく分布するが，石狩川流域では，分布が広く，数段の旧河

床面を形成し肥沃な農耕地となっている。現河床面より，一般に， 2.--5m 高い平坦面

を形成しているが，石狩狩布川流域では， 5.--10m 高い平坦面を形成している。おも

に，砂・礁・粘土によって構成されるが，ローム質の部分もある o 礁は，径数 em ......

lO em ，ときに，径数 10 em.--50em 大の安山岩の円礁を主体にしているが，そのほ

か，花崩岩・チャートなどの古期岩類の磯もみられる。

III.5.5 崖錐堆積物 (Td)

中愛別山の南山麓と 27 線沢上流の山麓に，とくに，よく発達している。構成物は，

砂・礁・粘土・岩塊で，背後山地から供給されたものからなる。

III.5.6 現河床堆積物

石狩川流域をはじめ，その支流に分布している。これも，低位河成段丘堆積物と同

じく，肥沃な農耕地を作っている。構成物は，砂・磯・粘土で，部分的に，ローム質

になっている。

IV 火成岩類

IV.l 先第三紀火成岩類

先第三紀火成岩類には，愛別層中に道入する輝緑岩質岩類および黒雲母花両岩と当

*麻層中に注入する蛇紋岩とがある凸

IV.I.l 輝緑岩質岩類 (Db)

*ここでは，愛別層や，当麻層の中に，層状に密接にともなう塩基性岩類をのぞき，

あとからの近入によるものだけをとりあつかったり
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輝緑岩質岩類として，とりあつかったものは，神威層群に対比される愛別層をつら

ぬく輝緑岩質扮岩および輝緑岩などの道入岩休である。その産状は，やや大規模な岩

脈~小岩脈をなすものが大部分であるが，岩床状をなすのもあり，このものは，とき

には，枕状構造をとっているの

なお，愛別層中に，熔岩流として道出したスピライトや，空知層群に対比される当

麻層中に熔岩流として道It\，あるいは岩床状に道入したスピライト質岩および輝緑岩

などについては，便益上，それらの地層の項に含めてすでにのベた。

IV.l.l.1 輝緑岩質効岩

この岩体は，旭山付近および中愛別の 15 線沢に， N lOoW 方向の地質構造線にそっ

て道入しているもので，いちじるしく破砕されてし、る部分が多い。

岩質は，一般に，暗緑色を呈し，砕片状にわれやすい岩石である。緑泥石や，石英

の徴脈が網状に発達し，黄鉄鉱の鉱染がみられるところもある。この部分は，かつて，

旭山銅山として，探鉱されたことがある。

顕微鏡下では，斑晶として，径 1---数 mm ていどの半白形~自形の斜長石 (An

50) が少量みられるが，緑泥石化・絹雲母化などの変質をうけているものが多い。

石基は，組織がそうとうこわれているが，わずかに，サブオフィティック組織~問粒

状組織が残されている。すなわち，曹長石，あるいはソーシュノレ石化した長柱状の

第 11 図 輝緑岩質時岩(旭山付近)
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斜長石の問を，鉄苦土鉱物からかわった緑泥石や，陽起石が，その問をうめ，少量

の磁鉄鉱・チタン鉄鉱・チタン石などがともなわれている。ょうするに，斜長石の

ソーシュノレ石化と鉄苦土鉱物の陽起石化，およびチタン石がわり合に多く散在する

のが特徴的である(第 11 図参照)白

IV.!.!.2 輝緑岩

輝緑岩には， 2 つの型がみられる口 1 つは，中央クルミ沢にみられる岩床状の輝緑

岩であり，もう 1 つは， 27 線沢周辺にみられる小岩脈状の輝禄岩である。

前者は，枕状構造をとる暗緑色の徴密な岩石で，まえにのベた輝緑岩質扮岩にくら

べて，変質は，それほどいちじるしくなし、

顕微鏡下では，斑品は，まったくみられず，サブオフィティック組織をしている。

すなわち，長柱状に発達した斜長石の間を，単斜輝石と少量の緑泥石が充填してい

るものである。このほか，チタン石がみられるが，鉄鉱類は，一般に少ない(第 12 図

参照)。

第 12 図 輝緑岩(中央クルミ沢上流) x50 II ニコル

後者は，帯緑暗灰色~緑黒色の岩石で，まえにのべた輝緑岩質扮岩にくらべて，い

ちじるしく新鮮な感じがする。

顕微鏡下では，斑晶として，少量の斜長石，まれに，単斜輝石と紫蘇輝石を含む

ものである。斑品の斜長石 (An 50 --， 70) は，双晶も明瞭で，岩酸塩鉱物化および

緑泥石化をわずかにうけているていどである。まれに，みられる斑晶の鉄苦土鉱物
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も，同じく，新鮮なものが，よく残っている。石主は，サブオフイティック組織を

しめし，柱状の斜長石の問を，鉄苦土鉱物から分解してできた炭酸塩鉱物および緑

泥石がうめている。このほか，磁鉄鉱や，チタン鉄鉱が散在し，また，末期石英の

品出がみられるが，ふつうに，この種の岩石にみとめられるチタン石は，ほとんど

みることができない。

VI.l.2 黒雲母花嗣岩 (Gn)

この黒雲母花両岩は，徳星付近に，比較的均質な正規の泣入岩体として，やや大規

模に露出している(第 13 図参照)。岩体は，一般に，圧砕によって，原岩の構造がこ

第 13 図 徳星付近における黒雲山花尚岩の露出

わされていることが多いロとくに，岩休の東側で，この傾向が強し、口

岩質は，一般に，(憂白色中粒で，かなり均質な岩石であるが，破砕化のいちじるし

い部分は，淡緑色の脆弱な岩石になっている。鉱物組成からみると，有色鉱物は少な

く，カリ長石の多いのが特徴である。

顕微鏡下では，均質な部分は，主成分鉱物として，斜長石Z二.カリ長石三石英〉黒

雲母がみられ，副成分鉱物としては，燐灰石・ジノレコン・磁鉄鉱・チタン鉄鉱など

がみられるロ完品質等粒状構造で，斜長石・黒雲母の一部が半白形結晶をする以外

は，いずれも，他形結品をしているの斜長石は， An28 , 32 で，任 O.6r--2 mm てい

どの半白形結品をしているものが多し、。そして部分的に絹雲母化している。カリ長

石は，斜長石よりも変質の度合が高く，絹雲母化がより進んでいるのこの中に，曹

長石の葉片を含んでいるものもある。石英は，結晶の輪郭をよくしめさない充填状

の形態空し，すべての鉱物に遅れて品出している。黒雲母は，径 O.5......，1. 6mm てい
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第 14 図 黒雲母花崩岩(徳星付近) x20 II ユコノレ

どの板状~鱗片状の結晶で， X…ほとんど無色に近い淡黄褐色， X==.o Z…赤褐色の強

い多色性をしめして‘いる。この中には，ジルコンを包有することが多く，そのまわ

りには，多色性ハロという黒ずんだ輸を生じている。この黒雲母の一部は，細長い

レンズ状の，ほとんど無色に近い緑泥石にかわっている。脆弱な部分は，斜長石は，

いちじるしく変質し， ソーシュノレ石化によって，細粒化した絹雲母にかわり，アル

バイト双晶や，緊片双晶などは不明瞭になっている。カリ長石は，より絹雲母化が

強く行なわれ，石英は，粗粒化し，波動消光が明瞭となっている。また，黒雲母は，

いちじるしく腎曲 L ，無色に近い緑泥石にかわるものが多く，核だけがわずかに，

残ってい b ものもある。さらに，この部分は， 2 次的に方解石徴脈に切られている

(第 14 図参照)。

IV. 1. 3 蛇紋岩 (Sp)

愛別層と当麻層との聞の衝上断層にそって，細長く帯状に道入している。岩体の幅

は， 7........100m ていどのものである。

岩質は，一般に，緑色~暗緑色の葉片状のものが多いが，塊状の部分もある。少量

の温石綿脈をともなっているところもある。

顕微鏡下では，おもに，葉片状の板温石の集合からなれ網目状構造をなしてい

る。このほかに，輝石の仮像を残した絹布石が斑状にみられ，褐色のクロム尖晶石

や，クロム鉄鉱がともなわれている。また，とこ，ちどころ繊維状の温石綿および硬

蛇紋石が細脈として発達している。なお，この図幅地域の南に隣接する当麻図幅地
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域内の当麻鐘乳洞の沢の入口付近みられる蛇紋岩には，ほとんど，無色に近い淡褐

色の頑火輝石や，かんらん石が多量に残っており，また黄褐色の尖品不i もひじよう

に多くみられる。

IV.2 新第三紀火成岩類

新第三紀火成岩類には，中新世の徳星)吾の堆積盆の l ドに j差出した，やや塩基性のプ

ロピライト熔岩・酸性の水銀山熔岩・丸山石英組面岩・山越沢石英組面岩，および中

性の安山岩岩脈と，鮮新世にはいってから，陸上で注出した，中性の中愛日Ij山熔岩お

キ

よび東山熔岩とがあるロ

IV.2.1 プロピライト熔岩 (Pp)

この地域の北東部に分布する徳星!暑の堆積盆に，最初に，注入した熔岩流で，この

堆積盆中では，もっとも，塩基性なものである。マタルクシュ愛別川上流の旭川営林

署徳星作業付近の崖では，徳星層に属する，やや淡緑色の凝灰質砂岩の上に熔岩流と

してみられ，幅数 em にわたって接触変質をあたえている。その熔岩の下部は， ガラ

ス質となると同時に，一部は破砕している。

岩質は，一般に，やや淡緑色をおびた轍密・堅硬な宕石であるが，プロピライト化

をまぬがれた部分もところどころにみられ，この部分は，陪灰色~黒色を呈し，紫蘇

輝石普通輝石安山岩である。鉱化帯では，炭酸塩鉱物化作用・緑泥石化作用・ l主化作

用・粘土化作用(絹雲母化・カオリン化・モンモリロナイト化など)・黄鉄鉱化作用

などの変質をうけている。

顕微鏡下では，斑品として，斜長石 (An 60);> 普通輝石〉紫蘇輝石がみられる。

輝石類は，ほとんど緑泥石化し，さらに，その跡に方解石の生成しているものが多

くみられる。石基は，インターサータノレ組織をしめすものが多く，おもに，斜長石

と単斜輝石からなり，少量の斜方輝石・磁鉄鉱・燐灰石・ガラスなどをともなって

いる。また，石基には， 2 次鉱物として，緑泥石・方解石・石英などが生成してい

るロ

IV.2.2 水銀山熔岩 (Sla)

プロピライト熔岩に引続いて近出した，ひじように特徴のある熔岩流で，愛別水銀

鉱山周辺に広く分布する。そして，愛別水銀鉱山元山鉱床のほ岩となっている。

岩質は，含石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩である。一般に，やや淡緑色をおび

*於鬼頭峠火山噴出物および班渓火山噴出物中の熔岩については，すでに，のべてあ

るのでここでは省略する。
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た黒色の堅硬な岩石で，ところによっては，斜長石の斑品が，ひじように目立ってい

るわまた，プロピライト化しているところが多し、鉱化帯では，まえにのベたプロピ

ライト熔岩と同じ変質をうけている。

顕微鏡下では，斑品として，斜長石 (An 55---60) のほか，普通輝石・紫蘇輝石・

緑色角閃石・石英・黒雲母などがみられる。ところによっては，輝石類よりも，石

英や，角閃石の量が優っている。石英は，径数 mm の融蝕形をしめしている。斜

長石は，方解石化し，鉄苦土鉱物は，緑泥石化しているものが多く，輝石が緑泥石

化したとき，その一部が黒雲母にかわっているものもあるの石基は，ハイアロピリ

ティッグ組織をしめすものが多く，斜長石 e 単斜輝石・斜方輝石・ガラス・磁鉄鉱

などからなるのまた，石基には， 2 次鉱物として，細粒の石英・緑泥石などの生成

していることもある。

IV.2.3 丸山石英粗面岩 (Lpl)

徳星層の背斜軸の付近に，ほぼ，南北から，やや丙にふれた方向に近出している。

地形とその分布からみて，おそらく，大規模なドーム状をなすものと思われる。水銀

山熔岩に引続いて近出したもので，この地域の金銀ならび、に水銀鉱床の生成と密接な

悶果関係をもつものと考えられる。すなわち，丸山付近では，徳星鉱山の金銀鉱床が

肝胎され，ーノ沢上流では，水銀鉱床が匹胎されている。

岩質は，白色~灰白色，ときに，淡褐色をおびる轍密・堅硬な岩石で，石英の斑品

がよく目立っている。丸山付近のものは，角球質となっている。この岩体は，鉱化作

用による変質を強くうけているものが多く，とくに，庄化が特徴的である。

顕微鏡下では，斑品として，石英-.斜長石 (An 45--55)"'> 黒雲母がみられる。石

基は，やや流理構造をしめしているが，球頼状構造をしめしているものもある。お

もに，ガラスからなり，斜長石・石英・黒雲母の徴品が散在している。丸山付近の

ものは強く珪化し，径 0.1 ，.......1. 6 mm ていどの角礁状石英と，径 0.02---0.04mm て

いどの細粒石英によって構成されているの

IV.2.4 山越沢石英粗面岩 (Lp2)

山越沢にみられるもので，その下流では，下部にある徳星層の泥岩に， 55 い接触変

質をあたえて，珪賢官にしている。まえにのべた丸山石英粗面岩にくらべて，変質は，

ひじように弱く，弱し、珪化と炭酸塩鉱物化がみられるていどである σ 現在までのとこ

ろ，この中には，鉱取はみつか勺ていないの

岩質は，灰白色の散密・堅硬な岩石で，一般に，石英の斑品はごく少なく，少量の

斜長石がみられるていどである。
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顕微鏡下では，少量の斜長石 (An 35--40) がみられるだけで，鉄苦士鉱物は，

まったく分解してしまっているのそして，その跡に方解石が生成している。斜長石

の一部も，方解石化しているの石基に，短冊状の Ab 分の多い斜長石・ハリ長石・

無色ガラスなどからなり，ときに，磁鉄鉱が散在している。石基の一部は，細粒石

英によって交代されたり，その間を，少量の方解石でうめられたりしていることも

ある ο 山越沢と藤次郎沢の聞の小沢では，斑品に，斜長石や，石英が L 、ちじるしく

多くなっている。この部分の石基には，斜長石はみられなくなり，ガラスだけがみ

とめられる。

IV.2.5 安山岩岩脈 (An)

この岩 nn i: は， NE-SW 方向の断層角喋帯にそって，幅数 m--5m ていどの小岩脈と

して注入しているものである。したがって，古期の粘仮岩・砂岩・化 i品岩などを捕獲

岩J\-として，多くとりこんで、いるの

岩質は，普通輝石紫蘇輝石安山岩で，肉眼的に，暗灰色の撤密な岩石である。

顕微鏡下では，斑品として，斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石などがみとめられる。

斑品の斜長石は，ほとんど，カオリンと思われる非品質粘土化と炭酸塩鉱物化をう

けているロまた，斑品の輝石類は，周辺部から炭酸塩鉱物化がすすめられ，それに

ともなって，褐色緑泥石も生成されている。石基は，微細なインターサータノレ組織

をしめし，おもに，短冊状の斜長石の問を，ガラスと鉄苦土鉱物の分解によって生

じた炭酸塩鉱物がうめている。

IV.2.6 中愛別山熔岩 (Nla)

第 15 図 愛別水銀鉱山から望んだ中愛別山
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中愛別山を中心として噴出したもので，おもに，熔岩流を主体としているが，その

下部に，径数 cm--l0cm ていどの安山岩の角喋や，亜角喋を多く含む喋質凝灰岩の

薄層をともなっているところもある(第 15 図参照)。

岩質は，玄武岩質安山岩で，肉眼的に，黒色椴密な岩石であるが，斜長石斑晶の目

立つ部分もある口

顕微鏡下では，斑晶は，一般に少なく，少量の斜長石 (An60) および輝石類(紫

蘇輝石〉普通輝石)がみられる。斑品の紫蘇輝石は，大部分，緑泥石化している。石

基は，やや流理をもっインターサータル組織をしめし，おもに，短冊状斜長石 (An

50) と，その聞をうめる輝石類(斜方輝石〉単斜輝石)からなり，少量のガラス・

緑泥石などもともなっている。また，磁鉄鉱も散在している。ときには，石英や，

かなりオバサイト化の進んだ緑色角閃石の捕獲結晶を含んでいる。

IV.2.7 東山熔岩 (RIa)

上川町と当麻町を境する尾根を構成するもので，南に隣接す当麻図幅地域につづい

ている。熔岩流の末端部にあたる石垣山付近では，板状節理がよく発達している。

岩質は，普通輝石紫蘇輝石安山岩である。肉眼的に，暗灰色~青灰色を呈し，堅硬

で新鮮な感じのする岩石であるのそして，斜長石の斑晶がよく目立っている。また，

黒色で鍛密な部分もある。

顕微鏡下では，斑晶がひじように多く，斜長石 (An55» 紫蘇輝石〉普通輝石か

らなる。斑晶の斜長石は，一般に，新鮮であるが，一部に，曹長石化が行なわれて

いる。両輝石聞には，反応縁関係はない。石基は，ハイアロピリティック組織をし

めし，斜長石・輝石・磁鉄鉱などの徴晶およびガラスからなる。また，石基の間隙

に，アノレカリ長石の濃集していることもある。

V 変成岩類

この地域の徳星付近には，やや大規模な黒雲母花崩岩が注入し，これに接して，そ

の周辺部には，接触変質岩がみられる。この接触変質岩類は，一般に，変成度の低い

ものが多く，局部的に黒雲母の再結晶がみられる暗灰色の変質砂岩や，変質粘板岩か

ら，完全に再結晶し，石英と黒雲母が，やや方向性をもってグラノプラスチック構

造をしめしている暗褐色の黒雲母ホルンフェルスまでみられるO 黒雲母ホルンフェル

スの一部には，多量に柘摺石の生成している部分がみられるが，奥土別地域にみられ

る董青石は，まだ，みつけていない。
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*なお，神保小虎の報告している紅柱石(?)雲母片岩は，この接触変質岩の一部で

ある。

VI 地質構造

この凶|隔地域は，まえにのべてきたように，先白亜紀から第四紀にわたる各種の地

層や，火成岩類が，ほぽ，そろって分布しているが，その地質構造は，日本における

アルプス造山運動といわれている日高造山運動と密接な関連をもって組立てられてい

る。すなわち，先白亜紀の基盤構造が骨格となって，その影響が，新第三紀中新世以

降の地質構造にまでおよんでいる口以下に，現在，わかっていることがらを，大きく

三つの構造単元にわけでのべのみるの

VI.1 日高構造帯中軸部

愛別層の堆積と摺曲の行なわれたところであるが，露出状態がわるいのと，地層が

ひじように彊乱されていることのため，構造解析はひじように困難で，明らかでない

点が多い。

しかし，大まかにみると，その走向は，南部では，南北より若干西にふれる (NI00

......，400W) ものが多いが，北部では，南北より若干東にふれる (N 5° ......，400E) ものが

多くなる。傾斜は，ときには，珂落しのものもみられるが，全般的にみて，東落しが

多い。おそらく，西にたおれた等科摺曲のくりかえしが，断層によって，擾乱されて

いるようである。この中には， N1O°·__40oW 方向の構造線と，これに遅れて生成し

た N 30°......，70oE 方向の構造線が発達し，前者の構造線にそっては，輝緑岩質扮岩・輝

総岩類・スピライトなどの権基性岩類や，黒雲母花崩岩などの近入・ j差 H:1がみられ

。 D

VI.2 日高西縁構造'出;

当麻層の堆積と塩基性岩煩の火成活動が活発に行なわれたところで，この東側は，

愛別層と衝上断層で接し，逆転構造をとっている口そして，この間には，蛇紋岩の道

入がみられる。すなわち，この構造帯は，日高構造帯中軸部の前縁部として，東から

西への衝上性の運動が，はげ、しく行なわれたところである。

*K..TIMBO (1892): GeneralGeologicalSketchof Hokkaidowith Special

ReferencetothePetrograpy.Hokkaidocho.(北海道地質報文之内 北海道岩

石総論)
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この構造帯を構成する当麻層の走向は，西側では， N200E........N45°W でp それほど

複雑でなく，向斜構造をもっているが，東側は，衝上断層に近づくにつれて撹乱され

て複雑になる。この中には， N200........40 0W 方向の構造線が発達し， この断裂にそっ

て，輝緑岩・スピライト質岩などの塩基性岩類や，ときには，扮岩などが道入・道出

している。

VI. 3 新第三紀堆積盆地帯

この地域の新第三紀中新世の地層である徳星層は，基盤の動きの影響をうけて，ひ

じように不安定な堆積物で構成されている。このような不安定な堆積盆は，北見グリ

ーン・タフ地向斜の動きにともなう周辺盆地的なものと考えてよさそうである。

一般に，地層の走向は， N100 ........60 0 E，傾斜は， E あるいは W に 20°........40° をしめ

している。しかし，この堆積盆の中では，基盤の構造を反映した N-S から NW-SE

方向に笥曲する構造線にそって，熔岩流を主体とするはげ、しい火成活動が行なわれて

いるので，このようなところでは，走向・傾斜は，いちじるしく乱れている口火成活

動は，紫蘇輝石普通輝石安山岩(大部分プロピライト化)→含石英角閃石紫蘇輝石普

通輝石安山岩(一部プロピライト化)→石英粗面岩と連続した火成活動であって，こ

の火成活動にともなうドーミングによって， NE-SW から E-W方向の勇断帯が多

く形成され，これにそって，いちじるしい鉱化作用が行なわれている。この地域の金

銀および水銀の鉱床は，すべて，この中に匹胎されている。

VII 地史

これまでにのベてきたことから，この地域の地質構成が現在みられるようになった

経緯を，つぎのように推察することができる。

VII.1 先白重紀(日高地向斜形成期)

この地域の基盤である愛別層は，地向斜時代の単調な厚い堆積物で，日高造山運動の

母胎となっているロこの堆積物は，黒色粘板岩と硬砂岩を主体とするものであるが，

この中にも，火山性の緑色凝灰質砂岩・輝緑岩質凝灰岩・スピライトなどが爽在さ

れ，先駆的な火成活動は，すでに，この時期から，はじまっていた。当然，この火成

活動は，構造運動とむすびついているわけで，初生的な愛別層の構造は，堆積後まも

なしこのような構造運動と火成活動によって，変形・摺曲が行なわれている。

ジュラ紀の当麻層の堆積時にはいると，この構造運動と火成活動は，ますますはげ
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しくなり，摺曲および断層運動も活発化し，断裂帯にそって，多量の輝緑岩質凝灰

岩・スピライト質岩・輝緑岩などの塩基性岩類を道入・道出し，日高造山運動の初期

的な塩基性火成活動は，ますます無気味さを加え本格化していった。この後半には，

地向斜は，沈降から七昇へと転化し，白望紀のl時代にはいって行くが，この時期にも，

地向斜の底の弱線をとおって，マグマから直接由来する輝緑岩質扮岩や，輝緑岩が，

岩脈あるいは岩床状に進入してきている。とくに，輝緑岩質扮岩活動は，その後火成

作用として，合銅硫化鉄鉱床をもたらしていることは，注目すべきことである。

VII.2 白重紀(日高地向斜上昇期)

この時期には，日高地域の中核では，混成作用(ミグマイトの形成)が主要な役割

を演l"日高地向斜は.大きく浮き上っている。 Lか L. この地域で、は，ぞれに対応

するものはみられず，かなり性格を異にした分化した深成作用が行なわれ，黒雲母花

l品岩が日高造山運動の末期火成活動としてあらわれてきているだけである。したがっ

て，浮き上りも，それほどいちじるしくない。この浮き上りは，愛別層と当麻層との

関係にみられるように，同に押し上げる衝上的な性格を;基本としている。開明層は，

この浮き t りによって分化された地向斜の堆積物で，ひじように局地化されている口

なお，この時期末期の衝上運動にともなって，地下深部からマグマが押し出され，蛇

紋岩が貫入してきている。

VII.3 新第三紀

新第三紀中新世にはいると，上昇によって， I注化削剥をうけた基盤岩類の上に，ふ

たたび，海進がはじまり，不安定な徳星層の堆積が行なわれた。この堆積物中には，

グリーン・タフそのものはみられないが，その化石内容からみて，明らかに中新世の

もので，北見グリーン・タフ堆積盆の動きに対応して，生成した河辺盆地的なものと

考えられるが，その対応する位置については明らかでなし、この堆積盆は，最大海進

時には，北は，この凶|隔の柵留川上流地域，東は，同じく凶幅外の天頃川上流地域に

まで!よくひろがっている。しかし，北見グリーン・タフ堆積盆とは連続していない。

この堆積盆の中には，紫蘇輝石背通輝石安山右(大部分プロピライト化)→合石英角

閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩(一部プロピライト化)→石英組面岩と連続した火成活

動がみられ，この後火成作用としての鉱化作用によって，金銀および水銀の鉱床が生

成されている。

この後，この堆積盆の隆起が行なわれ，陸化し，若干の削剥をうけ，鮮新i止にはい
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るが，鮮新世にはいっても，海進の影響をうけることなし陸上の火山活動が活発に

行なわれているのすなわち，於鬼頭峠火山噴出物・中愛別山熔岩・班渓火山噴出物・

東山熔岩などの中性火山活動で，初期には，爆発的で，火山砕屑物を噴出し，後期に

は，多量の熔岩流をj差出し，なだらかな熔岩台地を作っている。このような火成活動

を惹起した隆起運動は，先滝川期~後稚内期地変といわれているものに相当するもの

のようである c

VII.4 第四紀

この地域は，鮮新世に引続き陸化した状態がつづき，洪積世中期には，安足問川熔

結凝灰岩が，洪積世後期には，層雲峡熔結凝灰岩が，この図幅外の十勝一大雪火山群

から安足間川および石狩川にそって，低地を埋めて流走してきている。この後，洪積

世末から沖積世にかけて，緩慢な問歌的隆起と侵蝕によって，河岸段丘堆積物や，現河

床堆積物が形成されてp 現在』こいたっているのこの緩慢な隆起は，洪積世末から約

40m，沖積世にはいってからは，せいぜい 10m までの隆起量しかみとめられない。

VIn 応用地質

この地域の鉱床には，先第三紀の基盤岩類の中にあるものと，新第三紀の火成岩類

の中にあるものとにわけられる。

先白望紀の基盤岩類の中にある鉱床は，いずれも，交代性のもので，旭山の含銅硫

化鉄鉱床と， 7 線沢および 27 線沢の酸化マンガン鉱床がしられている。これらの鉱床

は，鉱徴が徴弱で，それほど期待のもてるものは，現在までに，みつかっていない。

新第三紀の火成岩類の中にある鉱床は，金銀および水銀の鉱床で，その代表的なも

のは，かつて，徳星鉱山および愛別水銀鉱山として，さかんに稼行されている。この

ほか，金泉鉱山や， 9線沢などにも，金銀鉱床がしられ，かつて，小規模に探鉱され

ている。

金銀鉱床は，石英粗面岩およびプロピライト・含石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安山

岩中に匪胎される浅熱水性の含金銀石英脈である。鉱石は，硫化鉱物のひじように少

ない，石英を主体とする珪酸質のものである。水銀鉱床は，合石英角閃石紫蘇輝石普

通輝石安山岩および、石英粗面岩中に匹胎されるもので，含辰砂石英脈と，自然水銀を

含む辰砂の網状~鉱染状のものがある。両者は，ともに，辰砂の漂砂鉱床をともなっ

ている。
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このほか，この地域の資源として，開明付近に，小規模な行灰石がしられている。

また，最近，国道の鋪装や，改良工事の需要にともなって，石狩川流域の川砂利や，愛

山の黒雲母石英粗面岩質熔結凝灰岩が，道路の敷石用として，採掘利用されている口

また，当麻山のチ γ ートも，当麻町内の道路の敷石用として，採掘利用されている。

VIlLI 先第三紀の基盤岩類中の鉱床

VIII.I.1 旭山の含銅硫化鉄鉱床

この鉱床は，旭山部落にある。昭和 19.-..20 年頃，小樽の人によって，探鉱された

が，鉱石は出していない。試掘位置は，崩壊しているために，明らかでないが，付近

は，破砕した緑色の輝緑岩質扮岩で， N10
0
W 方向にいちじるしく勇断されている。

この部分には，線泥石や石英の網状徴脈がみられ，黄鉄鉱の鉱染もみられる。この西

側の小沢も採鉱したらしく，付・近には，石英の転石がひじように多い。ここからは，

鉱石がわず、かに出たといわれている。

VilLI.2 7 線沢および 27 線沢の酸化マンガン鉱床

7 線沢の鉱床は， 7 線沢の左股にあって，昭和 17.-..18 年頃，旭川の人が探鉱したと

いわれるが，現在，その露頭状況は，明らかで、なし、。 27 線沢の鉱床は，その支流にあ

って，南の方のものは，転石状であるが，北の方のものは，粘板岩中の N700W·500

SW の勇断帯にそって，網状~綱脈状にある。

VIII.1.3 開明の石灰石

開明から当麻ダムにぬける開桁道路の切割に露出している。この石灰石は，当麻石

}k~lI (当麻石灰工業株式会社)の鉱休の延長部に当たる。鉱休の;t向・傾斜は， N30ー

W , 25°NE で，当麻層の頁岩と堅硬な粗粒砂岩の問に， レンズ状に，月七月fi されてい

る。鉱量は，延長約 100m，厚さ約 50m，最高最低露頑差約 30m，比重 2.6，採州安

全半 709，;'とみて，約 30 万 t が算定されている。品質は，まだ，充分に吟味されてい

ない。

このほか，先第三紀の基盤岩類の中のものとして，当麻山西方の~麻!暑の緑色岩類

中に， N100E の方向をもっ，粘土化と正化のいちじるしい硫化鉄鉱の鉱染帯がみられ

る。

VIII.2 新第三紀の火成岩類中の鉱床

VIII.2.1 徳星鉱山の金銀鉱床(中外鉱業株式会社)

この鉱山は，愛別市街の北東方約 13km の丸山付近に位置する。愛別市街から製錬
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3: 上位河成段丘堆積物 (5-10m 面) 4: 於鬼頭峠火山噴出物

5:山越沢石英粗面岩 6: 丸山石英粗面岩

7: 含石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩 8: 角礁岩

9: 紫蘇輝石普通輝石安山岩(プロピライト化) 10: 徳星層

11: 黒雲母花嵐岩 12:輝緑岩質玲岩 13:輝緑岩質凝灰岩
エノレスおよび変質粘板岩・変質砂岩

14: 粘板岩 15:黒雲母ホルンフ

16:鉱化帯 17:鉱脈 18:層理面の走向・傾斜

19: 携関面の走向・傾斜 20: 断層 21:化石産地

第 16 図愛別地域鉱床付近の地質図
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第 17 図 徳星鉱山青化製錬所跡

る。

鉱床の露頭は，大正 12~13 年頃発見

されたといわれるが，探鉱は，昭和の

初期からはじめられたn 昭和 9 年に

は，日本鉱業株式会社が買収し，以後，

昭和 18 年の金山整備まで，さかんに，

操業がつづけられたの休山当時は，徳

星 1 坑ほか 20 余の坑道があり，総延長

は約 15km に達しているの主力は，徳

星 3 坑， 4 坑， 5 坑， 6 坑にそそがれ，

粗鉱を 6 ， 000 t/月 (Au 2.6g/t , Ag39

g/t) 出鉱している。戦後は，林勉がゆ

ずりうけ，さらに，中外鉱業株式会社が買収し，現在 Lこいだっている。

鉱山付近の地質は，おもに，新第三紀中新世の徳星層とその上を，熔岩流をなして

おおうプロピライト(紫蘇輝石普通輝石安山岩)・合石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安

山岩からなる。しかし，丸山付近では，角撲質の石英組面岩がドーム状に貫入してい

るの徳星層は，晴灰色~灰色泥岩，および青灰色~灰色凝灰質砂岩からなる凸この付

近では，下部に凝灰質砂岩が卓越し，上部は，泥岩になっている。角喋質の石英粗面

岩はいちじるしく珪化し，原岩の構造をとどめているものは少ない。

鉱床は，プロピライト，合石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩・石英組面岩などの

火成岩類を母岩とし，これらの中に発達する勇断帯，およびこれにともなわれる裂縛

を充填した浅熱水性の含金銀一石英脈であって，数回の鉱化作用による複成鉱脈であ

る。これらの鉱脈は，現在までに， 40 数脈しられている。いずれも， N47°~90oEの

走向をもっ平行脈で，傾斜は，ほとんど， s に 800~85° の急傾斜である。しかし，徳

所跡まで，約 18.5 km の間は，トラッ

ク道路がある。通洞坑には，さらに，

丸山沢(通称鉱山の沢)を約 500m さ

かのぼると達する。ここから丸山山頂

にかけての約 700m の間には，かつて

稼行した当時の坑道が，数多くみられ
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第 1 表

鉱脈名|走 向(傾斜|支出iE?ELF!的訪問凱
成辰鎚 I N 70ー E!80ー SE 4101 541 0.44! 0.841 20.7

~~ ~:~: ::~ ~T:n ~:] ~] :'~:I
神威 2 号鑓 1 N70ー E 貯 NW I 叫 371 0m 13ml 221

160 m 脈 1 N 47ー E1 1021 0.321 16.20' 85.3

B 脈: N 55ー E ! 85ー SE 4141 160
1

0.39i 4.20: 65.0

C 脈 lN580 Ei-l1381-i 0.6914.10140.5

山神鑓 I N 60ー EI85ー SE ! 140. 130
1

6.421 17.70 20.4

D 脈 IN_50° E I 判 0.30 0.70 22.4

脈 !:NN一Wi 一 18叩Oq! 一刊| 一 0.3悶3司 3お5.0

徳星1 号上鑓 IN6白5° E ω° SE I 削 130 0ωω6ω 臼

徳星 1 号中鑓 1 N 6臼5° E I8加0° SE 1 2却:02 ， 130α0.8ωOi 7.001

徳星 1 号下錘! N 65ー Ei80ー SE I 4251 230 0.65 2.30

制 m 脈 I N 64ー EI 103 -I 0 時 0.741 14.9

417 m 脈 N 75ー E1 30' ー 0.24 2.10 13.4

346 ill 脈 I N 72ー E! - 105, _I 0.40 1 判 77.1

363 ill 脈 N 貯 E I 981 0 ・ 43 0.90 11.7

G 脈 1 N 68ー E I - 75 , 0.37 0.50 22.0

424 m 脈 E-W I 338 勾 0 日1.201 9.0

436 m 脈 N 83ー E 221 -' 0.53 1.00 22.0

446 m 脈 l N660E1142|-1 0314.20123.0

450 m 脈 N 60ー E ! 48 -, 0.17 5.00 198.0

星 1 号樋から南のものは， N に傾斜しているものが多し、脈幅は，分岐，結合などの

ため不定であるが，ふつうは， 0.2---2.0m である。当山最大の鉱脈である徳星 1 号錘

*では， 5m に達するところがある。この鉱山の主要鉱脈は，第 1 表のとおりである c

母岩の変質としては，広域的なプロピライト化のほかに，局所的なものとして，緑

泥石一方解石化，モンモリロナイトーカオリンー珪化，絹雲母一珪化などの変質がみ

られる。

鉱石は，石英を主体とし，硫化鉱物のひじように少ない珪酸質のものである。金銀

鉱物としては，自然金・輝銀鉱・角銀鉱などがみとめられ，硫化鉱物としては，黄鉄

*福富忠男 (1950) : 北海道の金鉱石，北海道地下資源資料， No.3 に，その後の

資料を若干加えたものである巴
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第 19 図 愛別水銀鉱山露天掘跡

る。

この鉱山は，北海道の水銀稼行鉱山

では，天塩水銀鉱山につぐ古い歴史を

もっている。元山鉱床の発見は，かな

り古く，明治末期といわれ，大正 7 年

から 9年にかけて，すでに採掘がはじ

められている。昭和 10 年頃から帝国

水銀興業株式会社によって，本格的に

企業化された。当時は，現地で，テー

プずル選鉱と浮併選鉱を行ない，精鉱は，

鉱と白鉄鉱がみとめられる。脈石鉱物としては，石英のほかに，少量の玉髄・方解

石・マンガン土・米長石・緑泥石・カオリン・絹雲母などがみられる。

品位は，一般に低く，平均すると， Au0.33.........17.7g/t, Ag9.0.........198.0g/t である。

とくに，方解石などの炭酸塩鉱物の多い部分や，その溶解し去った跡などは，きわめ

て貧鉱である。戊辰錨や， B 脈には，このような部分が多かったようである。品位の

良かったところは，いわゆるミ落合直り、といわれる富鉱部，硫化鉱物の多い部分，

上部の酸化帯などである。なお，この鉱山の最大の鉱脈で，生命線でもあった徳星 1

号錨の平均品位は， Au4.5g/t, Ag25.0g/t であった口

VIII.2.2 愛別水銀鉱山(帝国水銀興業株式会社)

この鉱山の元山鉱床は，愛別市街の北東方約 13km の石狩狩布川上流に位置する。

山女ノ沢鉱床は，元山鉱床の北方約 2km のーノ沢(通称山女ノ沢)上流および三ノ

沢上流に位置する。愛別市街から旭山部落まで，約 12km の聞は，良好なトラック道

路で，それから 12 線沢入口まで，約

3.5km の聞は，・馬車道路が通じてい

る。さらにその先，元山鉱床までの約

2.5km の聞は，林内歩道が通じてい

るが，長い間，手入されていないので，

歩行の困難なところが多い。山女ノ沢

鉱床へは，この途中から，支流である

山女ノ沢を約 3km さかのぼると達す
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比布市街地に送られ，レトルト製錬を行なっている。戦後の昭和 21 年に，鉱量の大部

分を掘りつくし，休山となり，現在におよんでいる口山女ノ沢鉱床は，昭和 13 年頃発

見されたもので，昭和 15 年頃から露天掘をはじめたが，品位がわるしまた，鉱量も

少なく，昭和 16 年 11 月に閉山した。この間には，坑道も掘られたが，鉱石は，出な

かったようである。

鉱山付近の地質は，新第三紀中新世の火成岩類だけで構成されている。元山鉱床付

近には，含石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩の熔岩流が広く発達し，この鉱床の母

岩となっている。この熔岩は，下部に薄い集塊岩質の部分をともない，また，きれい

な柱状節理の発達しているところもある。鉱床付近の約 150m の範囲は，粘土化・珪

化などの変質がし、ちじるしいが，ここから，本流を約 500m さかのぼった付近から上

流は，プロピライト化だけで，鉱化作用による変質は，ほとんどみられなし、。山女ノ

沢鉱床付近には，まえにのベた熔岩の上に，石英組面岩の道入がみられ，山女ノ沢の
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A: 含石英角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩(一部プロピライト化)

B: 珪化を主とする変質帯 c: 含辰砂一石英脈

D: 粘土化・黄鉄鉱化を主とする変質帯 E: 変質帯の走向・傾斜

F: 節理の走向傾斜

第 20 図 愛別水銀鉱山元山鉱床付近踏査図
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水銀鉱床は，これを母岩としている。この熔岩は，大部分，いちじるしい珪化と粘土

化をうけている。

愛別水銀鉱山の鉱床は，元山鉱床と山女ノ沢鉱床の 2 地区にわかれているが，それ

ぞれ，鉱床の性格は異なっている。すなわち，元山鉱床は， N60°，-.80°£ 方向の勇断

帯，およびそれにともなわれる裂曜を充填した含辰砂一石英脈であるが，山女ノ沢鉱

床は，いちじるしく粘土化した N60ー，-. 80 0W 方向の勇断帯中にみられる自然水銀を

含む辰砂の網状~鉱染状鉱床である。元山鉱床には， A 坑， B 坑， C 坑の三つの坑道

と露天採掘の跡がみられるが，鉱石の出たのは，おもに， B 坑と露天採掘場である。

ょうするに，この元山鉱床は，鉱脈の上部と漂砂鉱床とから，多量の鉱石を産したが，

鉱脈の下部からは，鉱石を産していなし、このことは，下部で貧鉱化し，鉱石がなく

なったか，下部探鉱が不充分なためかのいずれかである。しかし，この点について

は，稼行当時の資料がまったくないので明らかでない。山女ノ沢鉱床は，おもに，露

天掘をしたらしく， N600W 方向に，延長約 10 ，-. 15 m，幅約 5m の採掘跡がみられ

る。この中に厚さ約 30cm ていどの漂砂鉱床があったようである。その下部に， N300

W方向に掘った坑道がみられるが，崩壊しているので，内部の状態は，よくわからな

い。また，沢をへだててその東側にも， N300W 方向の坑道を掘ったらしいが，現在は，

崩壊しているのでよくわからないりまた，このすぐ東側の三ノ沢上流にも，自然水銀が

出たという露天採掘跡がみられる口ょうす 7 るに，山女ノ沢鉱床は，鉱床が小規模なこと

と，辰砂が微粒で，品位があまりよくなかったことのために，数年で採掘が中止され

ている。しかし，この山女ノ沢のような鉱床の形態をとるものは，単純な鉱脈性のも

のにくらべて，規模が大きく発展する可能性が一般に多いので，精査の必要がある o

母岩の変質としては，広域的なプロピライト化のほかに，局所的なものとして，珪

化・粘土化・黄鉄鉱の鉱染などの変質がみられる。一般に，カオリン化に遅れて，絹

雲母化と珪化が行なわれている。

元山鉱床の鉱石は，石英脈中の晶洞や，微細な割目にそって，やや結品質~細微粒

の辰砂のみられるもので，その表面に，わずかではあるが黒辰砂のみられることもあ

る。随伴鉱物は，ほとんど玉髄質石英であるが，少量の石英・白鉄鉱・黄鉄鉱・粘土

鉱物・微量の輝安鉱などもともなわれている。山女ノ沢鉱床の鉱石は，細微粒の辰砂

のほかに，少量の自然水銀をともなうものである。随伴鉱物は，元山鉱床とほぼ同じ

であるが，輝安鉱はみられず，硫化鉄鉱がやや多くなっている。
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品位は，稼行当時の資料がなく，また，取明けが不可能なほど坑j丘の崩壊がし、ちじ

るしいので，明らかでなし、。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000
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AIBETSU

(Abashiri-31)

By

TetsuoFujiwara

Yukio Sh6ya

(GeologicalSurveyofHokkaid6)

Resum る

Theareaofthissheetmapissituatedinthecentralpartof

Hokkaido, andcoversfromlatitude43ー50'to44ー0'N, andfrom

longitude142ー30'to142ー45'E.

Topography

Theareaofthissheetmap, roughlyspeaking, canbeclassified

topographicallyintothefourtopographicalprovincesasfollows.

1) Thedissectedmountainsthatarecomposedofsedimenｭ

taryformationsandigneousrocksofthepre-Tertiaryage.

2) ThevolcanicmountainsoftheNeogeneigneousrocks.

3) Thefiat-toppedhillymountainscomposedofweldedtu 旺s

andterracedepositsofDiluvium.

4) Thealluviallandstretchingalongtheriversandstreams.

Geology

Thebasementofthisareaiscomposedofgeosynclinalsediｭ

ments, monotonousandbarren, oftheAibetsuformationbelonging

totheHidakasuper-group. Itconsistsmainlyofclayslateand
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greywackesandstoneintercalatinggreensandstone, greensiliceous

slate, diabasic tu 妊 and spilite. Owingtothepaucityoffossils ,

theageoftheAibetsuformationis uncertain, butisassigned

tentatively, uponthebasisofitslithology, tothepre-Cretaceous.

Asthisformationisdisturbedseverely, thestratigraphicsuccesｭ

sionaswellasthegeologicstructurearehardlyestablished.

Withintheareaofthis formation, twoseriesofshearedzone,

onewiththestrikeofN 10ー--40ー Wandanotherwiththetrend

ofN 30° ー 70° E, aredevelopedremarkably, anddiabaseporphyrite,

diabaseandbiotitegraniteareinjectedalongtheformerseriesof

shearedzone. Amongthemassesoftheseigneousrocks, those

ofbiotitegraniteparticularlyareverylarge, anddisplaycontact

metamorphism givingriseto such rocksas meta-slate, metaｭ

sandstone, hornfelsandsoon.

TothewestoftheAibetsuformation , andbeyondthethrust

fault, theTomaformationbelongingtotheSorachigroupisdeveｭ

loped, whichlastrangesfromtheJurassictotheLowerCretaceous.

Theupperpartofthisformationiscomposedmainlyofalternation

ofshaleandsandstone, ofwhichtheformerisblack, whilethe

latterisdarkgreytoblackandoccasionallygrey.Thelowerpart

iscomposedmainlyof greenrockssuchasdiabasic tu 旺， spilitic

rocksanddiabaseaswellasofchert.Nearthethrustfaultrocks

areconsiderablyfracturedbyshearing, andserpentiniteisintruded

extensivelythere.

IntheareaofthelowerKumanosawavalley, theKaimeiforｭ

mation, consistingofdarkgrey-blackshaleand sandstone, is

exposedlocally, andisinfaultcontactwiththeTomaformation.

ItsstratigraphicrelationwiththeabovedescribedAibetsuforｭ

mationandwiththeTomaformationisnotunderstoodatall.

Thereforeitistreatedtentatively, inthepresenttextandsheet,
asthenon-separationCretaceousformation. Furtherresearchis

necessarytoclarifytheproblemwhetheritbelongstotheToma

formationoritmakesitselfanindependentstratigraphicunitof
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theCretaceous.

Abovetheseolderrocks , andwitharemarkableunconformity

involvingalongperiodoftimeinterval, thevariedsedimentsof

theMioceneTokuseiformationdepositedinshallowseaaswellas

theigneousrocks , bothofNeogeneperiod, overspreadextensively.

Thesedimentarybasinwheretheserockswereaccumulatedisconｭ

sideredtobeakindofmarginalbasinthatwasbroughtaboutas

aresultoftheupheavalofthebasementcomplexconstitutingthe

regionoftheKitamigreentuffgeosyncline. Inthisareaalarge

tectonic line, reflectingprobablythebasement structure, runs

firstfromnorthtosouthandthenfromnorthwesttosoutheast

changinggraduallyitsdirection. Alongthistectoniclineanintenｭ

siveigneousactivity manifested its violenceinformof lavas.

This igneous activity is representedbyasuccessiveseries of

volcanicrocksbeginningwithbasic hyperstheneaugiteandesite,

followedbyquartzbearinghornblendehyperstheneaugiteandesite

andliparite. Ithasanimportantcausalrelationwiththegoldｭ

silverandquicksilveroredepositsinthisarea.

AbovetheserocksterrestrialvolcanicejectaofthePliocene

epochsuchastheOkitotogevolcanicejecta, theNakaaibetsuyama

lavas, thePankevolcanicejectaandtheHigashiyamalavasare

founddeveloped. Allofthesevolcanicejectaareextrudedalong

thenorth-southtectoniclinesslightlydeviatingtothewest.Among

themthePankevolcanic ejecta, extrudedonthethrustfaultbetｭ

weentheAibetsuandToma formations , arethemostextensive

representingthevolcanicactivitiesofalargescale.

The QuaternaryformationsarecomposedoftheAntaromaｭ

gawa welded tu 百 belonging to the Daisetsu ・Tokachi volcanic

series, theSounkyoweldedtu 百 belonging totheDaisetsuvolcanic

series, thefluviatileterracedepositsandthe alluvial deposits.

BoththeAntaromagawaandtheSounkyowelded tu 百s are the

productsoftheDiluvialage, buttheageofextrusionaswellas

thelithologiccharactersareentirelydi 百erent fromeachother.
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EconomicGeology

Amongtheoredepositsinthisarea, twogroups, i.e.those

inthepre-CretaceousbasementcomplexandthoseintheNeogene

volcanic rocks, aredistinguished. Thoseinthepre-Cretaceous

basementcomplexaremetasomatic, andarerepresentedbythatof

copperbearingironsulphideatAsahiyamaaswellasbythatof

manganeseoxideatNanasenzawaandNijunanasenzawa. Minerlal

indicationsoftheseoredepositsarefaint , andnopromisingdepo ・

sitsarefoundasyet.

TheoredepositsintheNeogenevolcanicrocksarethoseof

gold-silverandofquicksilver. TherepresentativesareTokusei

mineandAibetsuquicksilverminethatwereonceworkedactively.

Inadditionto these, oredepositsofgold-silverare knownat

KinsenmineandintheKyusenzawa, andwereworkedinasmall

scale. Theseoredepositsarecomposedofgold-silverbearingepiｭ

thermalquartzveinsgerminatinginthemassesofliparite, propylite

andofquartzbearinghornblendehyperstheneaugiteandesite, and

theoreissiliceousrockconsistingmainlyofquartzandcontaining

veryfewsulphideminerals.Thequicksilverdepositsarecinnabar

bearingquartzveinsandnetwork-impregnationdepositsofcinnaｭ

barincludingnativemercury, bothgerminatinginquartzbearing

hornblendehyperstheneaugiteandesiteandliparite. Theyare

associatedwithplacerdepositsofcinnabar.

Inaddition, limestoneinthevicinityofKaimei, rivergravel

oftheIshikarigawaareaandtheweldedtu 旺 and chertofAizan

andTomayamaareutilizedasroadgravel.
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